
 

 

 

 

 

 令和３年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

（１）目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日 令和３年５月２７日（木） 

 

（３）調査を実施した校数・児童生徒数 

 

 

 

 

 

２ 美祢市の結果 

 

（１）教科に関する結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年 １１校 児童数 １５９人 

中学校第３学年   ６校 生徒数 １５７人 

 小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 

美祢市 65 67 66 53 

山口県 64 69 65 58 

全国 64.7  70.2 64.6 57.2 

令和３年度 

全国学力・学習状況調査の結果について（美祢市） 
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 下のグラフは、令和３年度における全国平均正答率を１００としたときの美祢市と県平均

の割合を示したものである。 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  【教科の出題の具体より（（ ）は県平均との差）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

◎ 複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量の保存性や

量の加法性を基に捉え、比べることができる（+4％） 

△ 集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきか

を判断することができる（-8％） 

△ 小数を用いた倍についての説明（２０m を１としたときの０.１

にあたる長さ）を解釈し、ほかの数値の場合（３０m）に適用して、

基準量を１としたときに比較量が示された小数に当たる理由を記述

できる（-5％） 

中学校 

国 語 ◎ 事象や行為などを表す多様な語句について理解する（+7％） 

△ 登場人物の言動の意味を考え、内容を理解する（-4％） 

△ 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く（-2％） 

◎ 関数の意味を理解している（+７％） 

△ 整式の加法と減法の計算ができる（-15％） 

△ 規則的に並んだ数の和のきまりを文字を使って説明することが

できる（-17％） 

△ データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用い

て説明することができる（-４％ ただし無回答率が 45.9％） 

小学校 

国 語 

◎ 目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫する（+10％） 

△ 文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握する

（-10％） 

△ 文の中における修飾と被修飾との関係を捉える（-9％） 

中学校 

数 学 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 文の中における修飾と被修飾と

の関係を捉える（-9％） 

 

小学校 

国 語 

◎ 目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫する（+10％） 

学校では 

○  自分の考えを明確に伝えるためには、筋道の通っ

た文章であることが大切です。自分が主張したいこ

とは何か、それを支える理由や事例は何かを明確に

し、その上で理由や事例等を文章の中でどのように

配置すればよいかを考えることができれば、自分の

考えが相手に伝わりやすくなります。 

そのために、まず一人ひとりに自分の考えをもた

せ、意見文等を書き、友達や先生、地域の人等に伝

える活動を行っています。また、このような活動の

中で、自分の書いた文章を読み直し、修飾と被修飾

の関係や主語や述語の関係について確認する等の

時間を設定します。 

誰に、何を、何のためにという相手や目的の意識

をもたせた上で、自分の考えを伝える学習を繰り返

し行うことで、思考力、判断力、表現力を伸ばして

います。 

いきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握する（-10％） 

 

家庭では 

○  文章の内容の中心となる事柄を把握するためには、

書き手がどのような事実を理由や事例として挙げてい

るのかや、どのような感想や意見をもっているか等に

着目して、事実と感想、意見等との関係を押さえ、文

章全体の構成を捉えることが重要です。 

 そのために、読み取ったことを友達に説明する等学

習活動の目的を明確にし、必要感をもたせた上で、文

章を読む活動を取り入れるようにします。 

○ 本を読んだり、ニュースを見たりした時に、「どんな内容だった？」「ど

う思う？」とたずねることで、内容を自分の言葉で表現させてください。

「内容の中心となる事柄」を把握したり、説明したりする力が育まれます。 

学校では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

◎ 複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量の保存性や量

の加法性を基に捉え、比べることができる（+4％） 

△ 集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断すること

ができる（-8％） 

学校では 

○  図形の学習では、低学年の頃か

ら三角形や四角形の色板を使って

形づくりをする等、具体物を使っ

て、ものの大きさに関わる活動を

行っています。このような数学的

な活動の積み重ねにより、点、辺、

角といった図形の構成に着目して

観察する力を養っています。 

そのことにより、図形の向きを

変えても面積は変わらない等、図

形の面積の基本的な性質について

理解することができています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 小数を用いた倍についての説明（２０m を１としたときの０.１にあたる長さ）を

解釈し、ほかの数値の場合（３０m）に適用して、基準量を１としたときに比較量が示

された小数に当たる理由を記述できる（-5％） 

学校では 

○  小数を用いた場合の「１を基に

したときにいくつに当たるか」と

いう倍の意味について理解する

ことに課題が見られます。倍の学

習は２年生から始まります。図な

どを用いることで、基にする大き

さを意識できるようにする等、絵

やテープ図、線分図等発達段階に

応じた活動を取り入れた学習の

一層の充実を図ります。 

家庭では 

○ 「食べ物を四等分に切り分ける」

「折り紙を半分に折る」等、日常生

活の中に「基にするもののいくつ分

か」といった考え方があります。家

庭での様々な体験が、学校での算数

の学びに活かされます。 

○  身の回りの事柄について、統計的に問題解決をするために集めるべきデータは何か

を判断することに課題があります。子供が日常生活の中で感じた疑問や気になったこ

とについてデータを集め、それらを分析することによって、疑問に対する結論をまと

めたり、さらなる問題を見いだしたりするといった判断ができるような学習を充実さ

せていきます。 

学校では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 事象や行為などを表す多様な語句について理解する（+7％） 中学校 

国 語 

学校では 

○  多様な語句は、生活の中の様々な場面や状況に応じて実際に使うことで身に付い

ていきます。また、辞書等を活用して似た意味をもつ表現について調べる等の学習

活動を行うことも、語句の理解を深めるには効果的です。今後も話や文章の中の語

句について関心をもてるような学習の工夫を行っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 登場人物の言動の意味を考え、内容を理解する（-4％） 

学校では 

○  「この」「それ」等のこそあど言葉といわれ

る指示語が文章の中のどの部分を指している

のか捉えられていなかったり、登場人物の言

動の意味等を考えて内容を理解することがで

きなかったりした結果と考えられます。 

文学的な文章を読むときには、登場人物の

言葉や行動が話の展開にどのように関わって

いるかを考えながら読む必要があります。  

一つひとつの言葉と登場人物の心情や行動

とを結び付けながら考える授業を通して、内

容理解が深まるようにしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く（-2％） 

家庭では 

○ 相手や場に応じ、敬語等を用いた正しい言葉遣いで相手に分かりやすく伝え

ることは、社会生活を送る上で必ず必要なスキルです。子供が尊敬語、謙譲語、

丁寧語をどのように用いればよいのかを自ら判断し、適切に使うことができる

よう、家庭でも声掛けをお願いします。 

学校では 

〇 相手や目的に応じて、分かりやすく伝えることや敬語を適切に用いて書くこ

とに課題が見られます。 

相手や目的を具体的に設定して手紙やメール文を書く等の学習を繰り返し

行うことで、相手や目的、表現しようとする内容等に最もふさわしい言葉を選

んで文書を書く力を育てて行きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数 学 

◎ 関数の意味を理解している（+７％） 

学校では 

○  具体的な事柄の中から２つの数量（今回は経過した時間と影の長さの関

係）を取り出して、それらの変化等を調べ、数量の関係について的確に捉

える力が問われています。理科や総合的な学習の時間等、他教科の学びの

中でも、数量について考察する際には、身の回りにある事象を関数関係と

してとらえることが有効なことがあります。伴って変わる２つの一方の値

を決めれば他方の値がただ一つ決まるという関数についての理解を深め

ることができるよう、授業だけでなく学校生活の様々な活動場面で、必要

に応じて指導していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 整式の加法と減法の計算ができる（-15％） 

 

△ 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立

つ理由を説明することができる（-17％） 

 

学校では 

○  文字式の計算が確実にできるよ

うにするために、授業の中で計算の

法則を確認したり、自分の計算の過

程を振り返ったりする活動を取り

入れた授業を行います。  

さらに、ＡＩ型学習支援教材等も活用して、学校でも、家庭の自主学習でも、練習

問題に繰り返し取り組みます。ＡＩ型学習支援教材では、本人のつまずきに応じた解

説が示されたり、苦手とする問題が繰り返し出題されたりするので、個人の理解に合

わせた学習を自分のペースで進めることができ、効率的に学ぶことができます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ

とができる（-４％ 無回答率が 45.9％） 

○  式の意味を読み取ったり、資料から傾向をとらえたりしたことを、数学的に

説明する力に課題が見られます。授業の中で「答えをどのように求めたのか」「な

ぜそのように考えたのか」を問いかけることで、答えを求めるために立てた式

がどのような意味を表しているのか等を考える時間や、自分の考えを説明する

時間を一層大切にして、数学的に思考する力や説明する力を高めていきます。  

学校では 

○ カレンダーの数字の中にある規則性や料理のレシピにある比率等、生活の中

には、数学の学びにつながる事柄がたくさんあります。またテレビや新聞のニ

ュースの中にも「関数」や「割合」につながる話題がいくつもみられます。学

習と実際の生活につながりを感じることで、学ぶ意欲が一層高まります。家庭

でも、日常生活の中にある数学を一緒に探してみましょう。 

 

家庭では 



美祢市 

山口県 

全 国 

 

（２）児童生徒質問紙調査の結果（（ ）は県平均との差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい状況 

◎「友達と協力するのは楽しい」（小＋10.6％） 

 

美祢市 

山口県 

全 国 

◎「学校でＩＣＴ機器を使ってほかの生徒と意見交換をしたり調べたりする」          

（中＋19.1％） 

美祢市 

山口県 

全 国 

◎「人の役に立ちたい」（小＋9.8%） 

美祢市 

山口県 

全 国 

◎「今住んでいる地域の行事に参加している」（中＋7.8%） 

美祢市 

山口県 

全 国 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題と見られる状況 

△「自分によいところがある」（小－8.4％ 中－10％） 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 

美祢市（小） 

山口県 

全 国 

△「学校に行くのは楽しいと思いますか」（小＋9.8％ 中－11.4％ ） 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 

美祢市（小） 

山口県 

全 国 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△「自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか」

（小－4.6％ 中－14.0％ ） 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 

美祢市（小） 

山口県 

全 国 

△「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」 

（小＋0.2％ 中－10.0％ ） 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」（小－1.3％ 中－11.3％ ） 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 

美祢市（小） 

山口県 

全 国 

△「携帯電話・スマートフォンやコンピュ

ータの使い方について、家の人と約束した

ことを守っている」 

（小－11.3％ 中－11.7％） 

美祢市（小） 

山口県 

全 国 

美祢市（中） 

山口県 

全 国 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 楽しく、学ぶ意欲が高まる授業づくり 

小学校において肯定的な回答が多かった「学校が楽しい」という気持ちが

中学校になると低くなっています。学校生活の大部分は授業の時間であるこ

とから、楽しく充実感を感じる授業になるように授業改善を進めます。 

具体的には、提示する学習課題を工夫し、子供たち同士の対話を大切にし

ながら「自分たちの力で解けた」「分かった」と思える授業づくりを進め、

自ら学習に取り組む楽しさを感じられるようにします。また、授業以外の学

校生活の場とも関連させることによって、各教科で学んだ知識や考え方が

日々の生活でも活用できるという学びのよさを実感できるようにします。 

 

〇 自分への肯定的な気づきを促す他者と関わる学習の推進 

多くの子供たちがもっている「人の役に立ちたい」という気持ちを活かし

て、自己肯定感を高めていくために、生活科や総合的な学習の時間等に、様々

な人と関わり合いながら活動し、地域に貢献できる学習を行います。 

学習の過程では、自分たちの思っていることや感じていること、考えてい

ること等をもとに話し合ったり、お互いの意見をもとに新しいアイデアを生

み出して実行したりします。このような学習を通して、多くの人と関わり、

認めていただくことで自己肯定感を高めていきます。 

また、自分たちで考えたアイデアをもとに企画し、試行錯誤しながら何か

を成し遂げるような活動にも取り組ませます。自分たちが決めた目標に向か

って、失敗や成功を繰り返しながら活動に取り組み、達成感を味わうことで、

自分に自信をもつことができ、自己肯定感を高めることにもつながります。 

 

〇 関わり合う力を高めるための日常的なＩＣＴの活用 

これからの時代に必要なＩＣＴリテラシー等が身に付くよう、授業だけで

なく様々な活動において、日常的にＩＣＴの活用を進めていきます。また、

ＩＣＴの適切な使い方や情報モラル等の指導も充実させていきます。 

さらに、タブレット端末から子供たちそれぞれが自分の考えや作品等を送

信してみんなで情報を共有したり、それを元に話し合って自分の考えを練り

直したり、別の学校とオンラインでつないだ遠隔授業をしたりする等、日常

的に、そして効果的にＩＣＴを活用しながら、子供たち同士が関わり合い学

び合える様々な授業や活動を行っていきます。 

 

学校では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 「学校が楽しい」と思える授業づくりについての研修 

  授業改善を進め、日々の授業において、子供たちが「わかった！おもしろい！ 

と思える授業」や「ともに考え新たな発見が生まれる授業」が実践できるよう 

に、教育委員会と先生方とが一緒になって研修を行います。 

 

〇 自己肯定感が高まる地域連携 

  市教育委員会として、コミュニティ・スクールの仕組みを生かした家庭や地

域と連携した取組を、９年間の連続的で系統的な小中一貫教育を実践していく

中で推進し、地域ぐるみで子供たちがよさを発揮できる場を増やしていきま

す。 

 

〇 挑戦する力を育むための美祢市公設塾 mineto 

令和３年度９月より美祢市公設塾 mineto を開設しました。mineto は、「好

奇心を持ち挑戦し続ける子供」を育むことを目的とした、中学生対象の学びの

場です。地域の方々をはじめ、多くの人とかかわり合うここでの学びを通して、

一人ひとりが学習意欲を高めていくとともに、子供たちの好奇心や挑戦する心

を引き出し、「自ら考え未来を生き抜く力」を身に付けられるよう支援してい

きます。mineto で学んだ子供が、その学びを各学校での活動に活かし、広めて

くれることを期待しています。 

 

これからも、美祢市の未来を担う子供たちが、よりよい教育環境の中でより充

実した学びができるよう、学校・家庭・地域が一緒になった取組を推進していき

ます。 

○ 自己肯定感を高める声掛け 

自分のよさを知り自信を深めるために、家庭でも子供たちの姿によいところが

見られたときには、温かな声掛けをお願いします。子供が、自分の思っているこ

とや感じていることを話そうとしているときには、しっかりと聞いてあげてくだ

さい。そうすることで子供たちの自己肯定感がさらに高まります。 

 

○ 家庭での適切なＩＣＴの活用 

適切にＩＣＴを活用する態度を養うために、使用目的や時間、場所等、様々な

メディアについて、ご家庭での約束を再度確認してください。また、学校から持

ち帰ったタブレット端末について、使用の様子をみていただき、「学習のために

使用する」ことができるようにご協力をお願いします。 

 

家庭では 

教育委員会では 


